
8 月問題-No.２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答） 

 

外円の半径を R,甲円、乙円、丙円の半径を各々a,b,cとする。 

 

ステップ１（三角形と各辺の長さの関係を数式に表す） 

 △H1OO2に対して 3平方の定理より、 

           2 +              2 =                                  … ① 

を得る。次に△H2OO3対して同様に、 

                 2 +              2 =                             … ② 

を得る。 

 

ステップ２（外円の半径を aと bで表す） 

① 式より、 

                                              2 =                 

R について解くと 

                                                  … ③ 

を得る。 

 

ステップ３（乙円の半径を求める） 

③ 式を②式に代入し、乙円の半径ｂを解く。 
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ここで計算を簡略化するため、           
 
    と置く。すると、 

                               

                                 

                          

       

                                                   … ④ 

 

ステップ４（数値計算） 

 当該問題題意より、甲円半径 a= 12 寸/2 =6 寸、丙円半径 ｃ= 3 寸/2 =1.5 寸である

から、 

                 
 
             

 
      

                                 

となる。 

従って、乙円の直径は       寸となる。 

 

（ 答 乙円径 8寸 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


